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　祖父の代より伊賀の地で飲食店を営
み、現在三代目となります。 長年にわ
たり、地元のお客様に愛されご利用いた
だいています。 三代目となり、店舗を
名阪国道友生インター近くに移転しまし
た。 交通の便がよいことから近年、観
光客の方々のご利用が増加しています。 
観光でお越しいただいた方々に伊賀特産

の伊賀牛を使用した商品を手軽に召し上
がっていただきたいと思い 新しい商品
を開発しました。 微力ながら地元の盛
り上げに少しでも貢献できればと思って
います。

　伊賀牛と三重豚を使用したメンチカツ
　伊賀ブランドとして認定されている伊賀牛とこちらもブラ
ンドである三重豚を地元老舗の駒井精肉店より合挽

び

きにして
もらい製造ごとに仕入れ、自店で手作りしています。
　伊賀牛は旨みがあり、おいしいのはもちろんですがそこに
伊賀らしさとして伊賀越さんの熟成味噌と戦国時代から保存
食として愛されてきた五香漬を加え、味に深みを持たせま
した。
　忍者の里と火を使うことから忍法火遁の術をイメージし
た、火遁メンチカツをぜひ、ご賞味ください。

【問い合わせ】　☎ 0595-21-3858
有限会社レストラン美園
役員　福森　寿真子さん

みその謹製　伊賀名物　火遁
とん

メンチ

■伊賀ブランド推進協議会事務局（商工労働課）　☎ 22-9669　℻  22-9695
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掩体壕

誘導路

伊賀国分寺跡

伊賀国分寺跡の掩体壕

滑走路

▲昭和 21（1946）年５月米軍撮影
　空中写真（国土地理院）

▲伊賀国分寺跡に残る掩体壕

コラム

　「外国人は税金払ってないやんなぁ」と聞かれる
ことがあります。当然のことながら、外国人住民も
収入などに応じて課税され、税金を納めなければな
りません。
　「外国人ってゴミ出しのルール守らへんよなぁ」
という言葉も聞くことがありますが、すべての外国
人住民は、ルールを守っていないでしょうか。また、
ルールを守らないのではなくて、ルールがわからな
いからではないでしょうか。
　令和６年 12月現在、伊賀市には 45カ国の人が
暮らしており、14人に 1人が外国籍です。
　「外国人住民は日本語がわからない」と思い込ん
でいる人もいるかもしれませんが、市の外国人住民
アンケート調査では、９割近くの人が「読み書きは
苦手だけれど、簡単な日本語なら話せる」と答えて
います。
　多文化共生課の窓口には、外国人住民からの相談

だけでなく、日本人住民からの相談もあります。
　なかでも「隣に外国人が暮らしていて、伝えたい
ことがあるけど、どうしたらええやろ」という相談
が多くあります。「まず、ゆっくりと簡単な日本語
（やさしい日本語）で話してみてくれませんか」「ス
マートフォンを使うと、簡単に翻訳ができますよ」
などのアドバイスをすると、後日、「話してみたら、
日本語通じたわ」と、とても明るい表情でお礼を言
われたことがあります。
　見た目が外国人というだけで、「自分とは関係な
い」「仲良くはなれない」と勝手に思い込んでいま
せんか。多くの外国人住民は伊賀市を「安全で暮ら
しやすいまち」と選んで暮らしています。外国人住
民も伊賀市で暮らす大切な仲間です。私たち一人ひ
とりがお互いの違いを認め合い、共に学
び合い支え合うことで、より活気に満ち
た暮らしやすいまちになると思います。

人権について考えるコラムです。

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

思い込みで行動していませんか　－多文化共生課－

明日に向かって ～差別をなくしていくために～

　3月になり、ようやく暖かくなってきましたね。
ひな祭り、お彼岸、卒業式など多くの行事を控えて
いる人もいるのではないでしょうか。
　芭蕉さんは、元禄元（1688）年、45歳のとき、
２月 18日の父親の三十三回忌法要にあわせて伊賀
へ帰ってきて、約１カ月間滞在します。
　この３月には、芭蕉さんが若き日に仕えていた藤
堂新七郎家の花見の招待をうけ、句を詠んでいます。
このとき招待したのは、かつて主人であった良忠の
息子 良長で、探

たん

丸
がん

という俳号を用いて俳句に親し
んでいました。そこで芭蕉が詠んだ、

　　さまざまの事おもひ出す桜かな

という句に対して、探丸は、

　　春の日はやく筆に暮れ行く

と詠み添えたとされ、「さまざまの」の句は、伊賀
にとって大切な句の一つとなりました。
　他にも、この３月には、土芳の蓑虫庵を訪れたり、
門人風

ふう

麦
ばく

の家で句会に参加したり、薬師寺月並初会

に参加しており、伊賀を出る 19日までを多忙に過
ごしました。芭蕉さんは、ふるさと伊賀で人々と俳
句を楽しみ、また次の旅へと向かったのでした。

◆冬の企画展「俳諧の歴史と芭蕉」開催中
　３月９日㈰まで
◆ギャラリートーク
　３月２日㈰　午後１時 30分～（要入館料）

芭蕉翁記念館だより

【問い合わせ】
○文化振興課　☎  22-9621　℻  22-9619 
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219
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